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研究室」ミ永く呼んだ木造が一棟だけ花山へ移されて，其のあミへ，去年

の末か．も「理論天文學研究室」Eいふものが，以前の南館の絹綾εして建

てられた．此等を含んで，教室は今，南北爾館，實験室，分歎室，子午儀

室等の建物が存立し，総撒52の室があって，第一第こ二の爾講義室，雑誌室，

圖書室，及び二三の観測室のほかは，多く教官乃至學生たちの居室ミなっ

てみる．花山の方ε蓮って，此の教室は學生の教育ε，理論天文學の研究

εが主な目的であるから，観測ミしては，學生の實習以外に，大して多く

の設備を要しないわけである．しかし，εにかく，折角立派な9メートル・

ドームが此の教室には存在するのであるから，之れを遊ばせて置くのは惜

しく思はれて，こNに一つ花山へ蓮ばれなかったカルブーの33センチ反射

式赤道儀を此のドーム内に据え付けるこミにしナこ．之れは今から三年前の

昔しに二つたわけである．カルブーの33センチは今までにも中村君によっ

て種々な方面に使用された通り．なか々々優秀な機械であって，鏡面の形

歌は勿論，赤道儀の自働装置も實に確實な成績を見せてみる．故に教室方

面に於いて此の望遠鏡をうまく活用すれば，すいぶん立派な観測成績を墨

け得るに違ひない．

　教室には今二つの子午儀室に，縛計三個の石の塁が置かれてある．之れ

に，教室所有のシタインハイ』ル型の子午儀や，其の他一二の小型機が据え

られてある．此等は皆專ら學生たちに子午線観測の練習をなさしめる用に

供するものである．しかし此等も立派に使へば，研究的に相當な成績を牧

めるこミにならう．

　　　　　　　　　　　「花山」ぜいふ名

　花山は「クワザン」ミ青む．叉，「カザン」でも宜い．山科の住民の中には

「カサン」ざ呼んでみる人もある．一一昨年の五月の以る日，此の山を踏

査し九時，里の人に聞いナこら，此の山の名を「カザヤマ」εいふ風に素志し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かざやま
た．そこでふε思ひついたこεであるが，此の山の名は元々「風山」εいふ

のでは無かっただらうか？　其れを，中古の文人たちが詩化し，美化して

「花山山」ε書くやうになったのでなからうか？　εにかく，「花山」ミ書き

ながら，「ハナヤマ」ε罷まないで，わざわざ「カザン」S讃ませてみるのは，

問題減するに足る．


